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もっているかどうかは不明である｡ 上記の2 群以外の疾患群では誘発試験によっても病巣反応 は見 られ
ず, それらの疾患と空中真菌の問の病因的因果関係を暗示する現象すら認められなかった｡ ただ, アトピ
ー性皮膚炎患者のごく一部のもので皮内注射後, 等麻疹, 気管支噂息などを招いたものがあった.
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菌体抽出液を酸可溶性成分, 酸不溶性成分, エーテル可溶性成分のそれぞれを含む3つの分画に分けた
場合, 様々な反応型がそれぞれどの分画によって担当されているかを調べるためにそれぞれの分画で皮内
反応を行なったところ, 膨疹型即時反応, ツ紅斑型遅延反応, 湿疹型遅延反応のいずれの反応型も酸可溶






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
毎年夏期に再然, 増悪を繰返し, 原因不明の湿疹がある｡ 著者は空中真菌 (Alternaria, Aspergilus,
Penicilium)の水溶性菌体描出液を用い, これらの患者に皮内反応を試み, その一部に湿疹塑反応を呈
することを兄いだした｡ ついで貼付試験によっても湿疹型反応を観察し, かつ抽出液の皮下注射や吸入よ
り皮疹の誘発に成功した｡ さらに抽出液をエーテル可溶, 酸可溶, 酸不溶の分画に分け, 前記諸反応の活
性因子は酸可溶性, 非透析性の分画中に存在することを認めた｡ 以上の成績は, じゆうらい原因不明であ
った夏期増悪する湿疹の一部が空中真菌による接触性皮膚炎であることを兄いだしたものであり, かつ接
触性抗原は低分子化学物質であるという通説に対し, 非透析性の高分子物質も接触性抗原になり得ること
を証明したものである｡ 著者はこのほか, 多型溶出性紅舞, 環状紅斑の一部の患者で空中真菌抽出液に対
する特異的な皮膚反応を認めたが, それが病因的意義を有するか否かを証明するには至らなかった｡
本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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